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水痘は、水痘帯状疱疹ウイルス（varicella zoster virus；VZV）によって起こる急性の伝染性疾患である。 

●潜伏期：2 週間程度（10〜21 日）免疫不全患者ではより長くなることがある。 

●感染期間：発疹出現の 1〜2 日前から出現後 4〜5 日、あるいは痂皮化するまで伝染力がある。 

●感染経路：ウイルスは通常気道粘膜から侵入し、鼻咽頭の侵入部位と所属リンパ節にて増殖した後、感染後 4

〜6 日で一次ウイルス血症を起こす。これによりウイルス は他の器官、肝、脾などに散布され、そこで増殖し

た後二次ウイルス血症を起こし、皮膚に水疱を形成する。 

●症状：成人では発疹 出現前に 1〜2日の発熱と全身倦怠感を伴うことがあるが、子どもでは通常発疹が初

発症状である。発疹は全身性で掻痒を伴い、紅斑、丘疹を経て短時間で水疱 となり、痂皮化する。通常は最

初に頭皮、次いで体幹、四肢に出現するが、体幹にもっとも多くなる。数日にわたり新しい発疹が次々と出現す

るので、急性期に は紅斑、丘疹、水疱、痂皮のそれぞれの段階の発疹が混在することが特徴である。またこれ

らの発疹は、鼻咽頭、気道、膣などの粘膜にも出現することがある。 臨床経過は一般的に軽症で、倦怠感、掻

痒感、38 度前後の発熱が 2〜3 日間続く程度であることが大半である。成人ではより重症になり、合併症の頻

度も高 い。 

●診断：通常は臨床的に診断がなされるが、確認のためには実験室診断が行われる。抗体価検査 

●治療：抗ウイルス剤としてアシクロビル（ACV）があり、重症水痘、および水痘の重症化が容易に予測され

る免疫不全者などでは第一選択薬剤となる。一方、免疫機能が正常と考えられる者の水痘についても、ACV の

経口投与は症状を軽症化させるのに有効であると考えられており、その場合、発症 48 時間以内に 50〜

80mg/kg/日を 4〜5日間投与するのが適当であるとされている。 

 水痘が流行している施設や家族内での予防については、患者との接触後できるだけ早く、少なくとも 72時間

以内に水痘ワクチンを緊急接種することにより、 発症の防止、症状の軽症化が期待できる。浅野らの研究によ

ると、家族内感染での発症予防に関し、予想発症日の 1週間前から ACVを予防内服 （40mg/kg/日、7日間）

することにより症状を抑え、かつ免疫反応を獲得することが報告されている。ただし、予想発症日から約 2 カ月

後に VZV 抗体 の有無を確認しておく必要があり、獲得が見られなければ、その時点で水痘ワクチンを接種し

ておくことが望まれる。 

 

 

 

 

 

皮膚の観察重要です！ 

見逃しやすい！発疹！ 

高齢者の初感染も少なく

ないです。 


